
未
来
へ
の
継
承

浜辺 耕作「平和公園 少女像」

竹
田 

信
平
／
和
氣 

直
子 

共
著

海
を
超
え
た
ヒ
ロ
シ
マ・ナ
ガ
サ
キ

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会 

被
爆
70
周
年
誌

―

過
去
か
ら
未
来
へ
の
継
承―

指
山 

満
冶
／
佛
坂 

泰
治 

共
著

特
攻 

戦
艦
大
和 

高
射
長 

川
崎
勝
己

　
　

        

日
米
開
戦
か
ら
連
合
艦
隊
終
焉
ま
で 

浜
辺 

耕
作
／
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

被
爆
７０
年
の
記
憶…

。

や
ま
な
み
短
歌
会
／
昭
和
10
年
の
創
設
か
ら
80
年

受
け
継
が
れ
た
歌
を
作
る
歓
び

竹
の
下
物
語
／
犬
尾
博
治
備
忘
録

本 づくり応 援 マガジン VOL.26

「
時
を
紡
ぐ
」

特
集

自
費
出
版
サ
ロ
ン 

ゆ
る
り

「
ゆ
る
り
」は
長
崎
県
内
の

 

主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
施
設
に

 

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。



▼
被
爆
者
と
の
出
会
い

　
著
者
の
竹
田
信
平
さ
ん（
三
六
）

は
、
大
阪
出
身
。
ア
メ
リ
カ
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
大
学
卒
業
。
映
像
作
家

で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
現
在
メ
キ
シ

コ
・
テ
ィ
フ
ァ
ナ
を
拠
点
に
「
記

憶
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
、
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
野
外
ア
ー
ト
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
等
で
活

躍
中
。

　
二
〇
〇
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
映

画
監
督
の
た
め
に
、
広
島
と
長
崎

の
被
爆
者
の
証
言
を
同
時
通
訳
し

た
。
そ
の
時
に
学
ん
だ
原
爆
の
凄

ま
じ
さ
、
い
ま
だ
に
残
る
痛
み
と

恐
怖
、
人
間
の
想
像
を
超
え
る
よ

う
な
情
景
を
語
る
声
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
よ
り
国
立

長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
が
実
施
す
る
被
爆
証
言
の
収
集

事
業
に
も
協
力
す
る
。
以
来
八
年

間
、
北
米
・
南
米
の
国
々
に
六
十

人
以
上
の
被
爆
者
を
訪
ね
、
そ
の

話
を
聞
き
つ
づ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
一
一

年
に
ア
メ
リ
カ
在
住
の
被
爆
者
の

証
言
を
独
自
に
収
録
し
、
研
究
し

て
い
る
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
歴

史
学
者
、
和
氣
直
子
教
授
に
出
会

い
、
そ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

▼
北
米
・
南
米

　
被
爆
者
の
実
態

　
被
爆
者
の
移
住
の
理
由
は
様
々

で
し
た
。
戦
前
よ
り
の
移
民
体
験

者
や
そ
の
親
族
で
被
爆
さ
れ
た
方

（
広
島
や
長
崎
は
海
外
移
住
が
比

較
的
多
か
っ
た
地
方
に
入
る
）や
、

戦
後
の
困
窮
で
の
海
外
移
住
者
、

結
婚
し
渡
米
し
た
人
、
被
爆
地
か

ら
遠
い
所
へ
移
り
た
い
忘
却
願
望

の
人
な
ど
。

　
南
北
ア
メ
リ
カ
へ
住
む
被
爆
者

の
多
く
は
、
太
平
洋
の
両
岸
に
ま

た
が
る
、
い
わ
ば
「
波
瀾
万
丈
」

の
人
生
を
送
っ
て
来
ま
し
た
。
そ

の
人
生
は
、
被
爆
に
よ
っ
て
負
わ

さ
れ
た
傷
を
心
と
身
体
に
抱
え
な

が
ら
生
き
る
重
み
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
、
風
習
、
言
語
の
違
う

社
会
で
暮
ら
す
と
い
う
複
雑
な
も

の
で
し
た
。

　
例
え
ば
結
婚
し
た
ア
メ
リ
カ
人

の
夫
は
原
爆
が
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う

2005年から8年にわたり北米・南米在住の被爆者の体験談を現地にて収録した
映像作家でアーティストの竹田信平さんと、米国ミシガン州立大学歴史学部の和氣直子教授の

調査をまとめた本が出版されています。
写真をふんだんに使った日本語と英語併記の本で、

北米・南米在住の被爆者の歴史と実態を明らかにした貴重な本です。

時を紡ぐ特集

海を超えたヒロシマ・ナガサキ
HIROSHIMA NAGASAKI BEYOND THE OCEAN

竹田信平／和氣直子 著

Yururi 26｜02



信
条
で
あ
っ
た
た
め
、
主
人
に
も

娘
に
も
家
庭
に
お
い
て
も
被
爆
体

験
を
話
せ
な
か
っ
た
人
。
自
分
が

被
爆
者
だ
と
知
れ
る
と
子
供
た
ち

が
い
じ
め
や
差
別
に
会
う
こ
と
を

恐
れ
て
、
後
遺
症
の
こ
と
も
言
え

な
か
っ
た
人
。
被
爆
の
後
遺
症
に

苦
し
み
か
つ
原
爆
症
の
治
療
知
識

の
な
い
病
院
で
の
た
ら
い
回
し
や

被
爆
者
と
し
て
結
果
的
に
差
別
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
環
境
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

▼
発
信
す
る
被
爆
者
た
ち

　
北
米
・
南
米
在
住
被
爆
者
は
、

自
身
や
家
族
の
た
め
に
必
死
に
働

き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
、

健
康
問
題
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
中
か

ら
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
自
ら
の
被
爆
体
験

を
積
極
的
に
発
信
す
る
人
た
ち
が

い
ま
す
。

　
今
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
か
れ
て
い
た
核
拡
散
防

止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

は
、
五
月
二
十
二
日
に
大
き
な
課

題
が
残
る
形
で
閉
幕
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
長
崎
・
広
島
の
被
爆
者
・

市
民
団
体
も
渡
米
し
被
爆
地
か
ら

の
核
兵
器
廃
絶
の
声
を
上
げ
ま
し

た
。
同
会
議
に
は
同
じ
被
爆
者
と

し
て
北
米
在
住
の
方
々
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
本
書
に
も
登
場
し

て
い
ま
す
メ
キ
シ
コ
在
住
で
六
歳

の
時
に
長
崎
で
被
爆
し
た
山
下
泰

昭
さ
ん
（
七
六
）
と
カ
ナ
ダ
在
住

で
十
三
歳
の
時
に
広
島
で
被
爆
し

た
サ
ー
ロ
節
子
さ
ん
（
八
三
）
で

す
。
お
二
人
は
同
会
議
中
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
命
じ
た
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
の
孫
の
男
性（
五
七
）と
地

元
の
高
校
生
二
〇
〇
人
を
前
に
、

被
害
の
悲
惨
さ
や
核
兵
器
廃
絶
の

必
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
　

　「
海
を
超
え
た
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
」
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

渡
っ
た
被
爆
者
を
そ
の
社
会
的
歴

史
的
背
景
を
も
と
に
紹
介
す
る
内

容
と
と
も
に
、
紙
面
の
構
成
が
ま

る
で
芸
術
的
な
写
真
集
で
あ
る
か

の
よ
う
な
内
容
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
映
像
作
家
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
重
視
し
た
感
性
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

▼
企
画
展「
竹
田
信
平

　

　ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

　
竹
田
信
平
さ
ん
の
企
画
展
が
八

月
一
日
〜
九
月
十
三
日
ま
で
長
崎

県
美
術
館
（
長
崎
市
出
島
町
）
で

開
か
れ
ま
す
。

　
竹
田
さ
ん
は
戦
争
被
爆
の
体
験

を
し
て
い
な
い
人
が
い
か
に
共
鳴

で
き
る
か
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
視

点
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
表

現
が
、
収
録
し
た
被
爆
証
言
を
基

に
声
紋
（
声
の
振
れ
）
を
視
覚
化

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
展

示
空
間
全
体
を
作
品
と
し
て
体
験

メキシコ市の原爆65周年祈念式典で体験談を話す
山下泰昭さん（レフォルマ、2010年8月7日付）

メキシコ政府国連代表部と国連軍縮局の共催で行われた国連総会第一委員会のサイド
イベントにて発言する山下泰昭さんとサーロー節子さん（２０１２年）

さ
せ
る（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

を
中
心
に
映
像
や
音
楽
を
交
え
た

個
展
を
世
界
八
都
市
で
開
催
し
て

き
ま
し
た
。長
崎
県
美
術
館
で
は
、

原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
初
の
企
画

展
だ
そ
う
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
そ

の
感
性
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。
　

メキシコ市の原爆65周年祈念式典で体験談を話す
山下泰昭さん（レフォルマ、2010年8月7日付）

写真提供：渡邊ゆみ

竹田さんの企画展が開催されます

竹田信平 アンチモニュメント

竹田信平 ベータ崩壊展展示風景
（原爆の図丸木美術館、2013）

北米、南米に移住した被爆者たちの声を集め作品化しつづける
竹田信平（1978年大阪府生まれ）の仕事を、インスタレーション
を中心に紹介します。

8月1日（土）～9月13日（日） 長崎県美術館

時を紡ぐ特集 /－海を超えたヒロシマ・ナガサキ－
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〜
被
爆
・
戦
後
70
周
年
誌
〜

過
去
か
ら
未
来
へ
の
継
承

　
　
　
　
　
　長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

記
念
誌
紹
介

03

シ
リ
ー
ズ

被
爆
地
か
ら

　
被
爆
七
十
年
を
迎
え
て
、被
爆

者
の
高
齢
化
に
と
も
な
う
被
爆

体
験
の
継
承
問
題
が
大
き
く
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。被
爆
二
〜
四

世
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
長
崎
新
聞

社
）で
は
、被
爆
体
験
が
な
い
二
世

や一
般
市
民
で
も
被
爆
者
の
体
験

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が「
で
き

る
」「
少
し
は
で
き
る
」と
答
え
た

人
が
六
割
を
超
え
ま
し
た
。被
爆

地
長
崎
に
生
き
る
者
と
し
て
被

爆
体
験
を
後
世
へ
語
り
継
ぐ
こ
と

の
大
切
さ
は
理
解
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
な
か「
長
崎
県
被
爆
者

手
帳
友
の
会
」か
ら『
〜
被
爆
・
戦

後
七
十
年
を
迎
え
て
〜
過
去
か
ら

未
来
へ
の
継
承
』と
い
う
記
念
誌

が
、六
月
十
九
日
に
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。会
の
運
動
や
平
和
活
動
の

軌
跡
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、こ

の
本
で
も
被
爆
体
験
の
継
承
が

大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
爆
者
に
よ
る
活
動

　
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

（
以
下
、友
の
会
）は
、発
足
以
来

四
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
、被
爆

者
自
身
に
よ
る
被
爆
者
支
援
の

た
め
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。そ
の
歴
史
を
簡
単
に
辿
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
「
原
子

爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す

る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、約
二
十

万
人
に「
被
爆
者
健
康
手
帳
」が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。同
年
十
一
月

十
日
に
友
の
会
の
前
身
と
な
る
長

崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
が

発
足
。認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療

費
の
給
付
と
無
料
健
康
診
断
だ

け
だ
っ
た
支
援
策
を
充
実
、拡
大

さ
せ
る
た
め
の
運
動
を
続
け
て
い

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
四
十
二
年
「
長
崎
県
被

爆
者
手
帳
友
の
会
」が
発
足
。被

爆
者
特
別
措
置
法
の
施
行
や
健

康
管
理
手
当
の
支
給
対
象
拡
大
、

被
爆
地
域
の
拡
大
、医
療
特
別
手

当
の
創
設
、全
被
爆
者
に
対
す
る

が
ん
検
診
の
無
料
化
、平
成
十
五

年
に
は
健
康
管
理
手
当
の
受
給

期
間
を
原
則
撤
廃
し
永
久
的
な

支
給
制
度
と
さ
せ
る
な
ど
、被
爆

者
の
た
め
の
数
多
く
の
支
援
策
を

国
か
ら
引
き
出
し
て
き
ま
し
た
。

　「
こ
れ
も
す
べ
て
被
爆
者
自
身

が
声
を
上
げ
、闘
い
続
け
て
き
た

こ
と
の
結
果
で
す
」と
現
会
長
の

井
原
東
洋
一
さ
ん
が
力
強
く
語
っ

て
い
ま
す
。

長
崎
の
願
い
を

鐘
の
音
に
の
せ
て

　
毎
月
九
日
の
午
前
十
一
時
二

分
、あ
の
日
と
同
じ
時
刻
に
平
和

公
園
に
鐘
の
音
が
響
き
ま
す
。鳴

ら
し
て
い
る
の
は
友
の
会
の
メ
ン

バ
ー
、と
き
に
は
修
学
旅
行
生
や

観
光
客
も
い
っ
し
ょ
に
綱
を
引
く

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
の「
長
崎

の
鐘
」は
原
爆
三
十
三
回
忌
と
な

る
昭
和
五
二
年
、友
の
会
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。除
幕
式
に

は
約
一
、〇
〇
〇
名
が
参
列
し
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。現
在
毎
月
九
日
に
は「
長
崎

の
鐘
・
９
の
日
打
鐘
」が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
友
の
会
は
、こ
れ
と
同
じ
鐘
を

昭
和
六
十
三
年
八
月
九
日
に
ソ

連
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市（
現
在
は
ロ

シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

市
）に
贈
り
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成

二
年
九
月
に
中
国
瀋
陽
市
、同
年

十
二
月
に
は
米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

（郵送等はいたしません）

～被爆・戦後70年を迎えて～
過去から未来への継承

長崎の鐘　第2号
ソ連邦・レニングラード市
昭和63年（1988）8月9日、レニング
ラード市へ寄贈されました。除幕式には日
本から122名が出席、地元カリーニン地区
から3000名を超える市民が参加し、日ソ
友好、日ソ不戦を誓い合いました。
レニングラード市は、第2次世界大戦でナ
チスドイツ軍に900日間も包囲され、60
万人市民が戦争の犠牲になり、長崎同様甚
大な犠牲を受けた都市です。

記
憶
を
正
し
く
記
録
し
伝
え
る
。

被
爆
体
験
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
思
い
で
、

こ
れ
ま
で
に
残
し
た
記
録
集

長崎の鐘　第1号
長崎市平和公園
被爆33回忌を迎えた昭和52年
（1977）7月落成したもので
あって、原爆殉難者の冥福と世
界の恒久平和を祈念して作製さ
れたものです。

除幕式　8月5日の式典には、
諸谷市長をはじめ被爆者1000
名が参列して盛大に開催されま
した。
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ル
ル
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
と
、日
本

の
過
去
の
戦
争
に
お
い
て
ゆ
か
り

の
深
い
都
市
に
も
贈
り
ま
し
た
。

戦
争
の
痛
み
を
も
っ
と
も
知
る
被

爆
者
と
し
て
、互
い
に
戦
争
の
加

害
も
被
害
も
認
め
合
い
、恒
久
平

和
を
願
い
な
が
ら
、民
間
レ
ベ
ル
で

交
流
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

被
爆
体
験
の
継
承
と

ジ
レ
ン
マ

　
被
爆
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
い

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ
人
は

年
々
減
り
続
け
、昨
年
三
月
末
で

長
崎
市
三
万
五
八
五
七
人
、長
崎

県
で
は
五
万
二
六
九
人
、平
均
年

齢
は
七
十
九
・
四
四
歳
と
傘
寿
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
友
の
会
で
は「
核
も

戦
争
も
な
い
地
球
を
、未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、被
爆
者
の
証
言
活

動
な
ど
被
爆
体
験
の
継
承
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。こ
の
本
で
は
、「
未
来
へ・

高
校
生
と
の
座
談
会
」、「
被
爆

二
世
と
の
座
談
会
」を
企
画
し
、

若
い
世
代
へ
の
継
承
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
、互
い
の
考
え

を
卒
直
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
被
爆
二
世
と
は
両
親
、ま
た
は

父
母
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
で
、長

崎
の
場
合
は
昭
和
二
十
一
年
六
月

四
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
を
言
い

ま
す
。現
在
は
被
爆
二
世
に
対
す

る
遺
伝
的
影
響
の
有
無
は
明
言

さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、座

談
会
に
出
席
し
た
四
人
の
二
世
の

会
の
メ
ン
バ
ー
は
異
口
同
音
に
、

自
分
自
身
だ
け
で
な
く
兄
弟
や

子（
三
世
）や
孫（
四
世
）に
ま
で

目
に
見
え
な
い
放
射
能
の
被
害
が

及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
、健
康
に
つ

い
て
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
切
実
に
語
ら
れ
ま
し
た
。同
時

に
、被
爆
者
の
思
い
と
身
近
に
寄

り
添
っ
て
き
た
子
ど
も
と
し
て
、

親
の
被
爆
体
験
と
そ
の
思
い
を
ど

の
よ
う
に
次
代
に
伝
え
る
べ
き
か

ジ
レ
ン
マ
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
校
生
と
の
座
談
会
に

招
か
れ
た
高
校
生
一
万
人
署
名
活

動
の
メ
ン
バ
ー
、西
田
凌
さ
ん
と

平
田
尚
文
さ
ん
、第
十
七
代
高
校

生
平
和
大
使
を
務
め
る
竹
内
彩

華
さ
ん
の
三
人
は
、日
頃
か
ら
平

和
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、被
爆
者
と
の
関
わ
り
も

平
和
問
題
へ
の
関
心
も
一
般
の
高

校
生
よ
り
深
い
の
で
す
が
、そ
れ

で
も「
実
際
の
体
験
を
持
た
な
い

自
分
た
ち
が
、ど
の
よ
う
に
し
て

自
分
と
同
じ
よ
う
に
原
爆
を
知

ら
な
い
世
代
の
仲
間
に
伝
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
の
か
を
模
索
し
て
い
る
」と

言
い
ま
す
。ま
た
原
発
の
問
題
に

も
触
れ
、「
目
先
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
だ
け
に
核
を
使
っ
て
も
、

そ
の
後
始
末
を
す
る
の
は
次
の
世

代
。そ
の
後
始
末
ま
で
す
る
の
が

責
任
だ
と
思
う
が
、私
た
ち
は
自

分
の
子
ど
も
や
孫
や
ひ
孫
が
笑
顔

で
平
和
に
過
ご
せ
る
た
め
に
も
核

兵
器
だ
け
で
な
く
原
子
力
の
使

用
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
」と
、3
・
11
の
福
島
原
発
事
故

を
通
し
て
身
近
に
あ
る
核
問
題
へ

の
関
心
も
示
し
て
い
ま
し
た
。竹

内
さ
ん
か
ら
は
自
分
自
身
が
教

育
者
と
な
っ
て
、被
爆
問
題
に
関

心
の
薄
い
他
県
で
平
和
教
育
を
し

て
み
た
い
と
い
う
将
来
の
抱
負
も

聞
か
れ
、平
和
活
動
の
す
そ
野
を

拡
げ
る
た
め
の
若
い
力
が
育
っ
て

い
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
座
談
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

時を紡ぐ特集 /－被爆・戦後70周年誌－ 長崎県被爆者手帳友の会

※この記念誌をご希望の方がいらっしゃいましたら差し上げます。長崎県被爆者手帳友の会事務局　長崎市松山町４－45　松尾ビル２階へご来場ください。

長崎の鐘　第3号
中国・瀋陽市
日本軍が中国侵略を開始した柳条湖事件の地である瀋陽市に寄贈さ
れました。平成2年（1990年）9月18日、市内の青年公園で除幕式
が開催され、長崎から85名が出席しました。侵略行為を市民の立
場から謝罪するとともに、日中友好、日中不戦の誓いを固め、その
後日中の参加者がスクラムを組み、市内をデモ行進し、歴史的な式
典となりました。さらに、瀋陽市のほか北京、上海市を訪問して中
国人民との交流を深め、特に北京での人民大会堂における呉学謙副
首相との会談や、釣魚台国賓館における大歓迎パーティーは圧巻で
した。

長崎の鐘　第4号
ハワイ・ホノルル市
日米開戦の発端となり、真珠湾攻撃（1941
年）の舞台となったパールハーバーへ。
平成2年（1990年）12月8日（現地12月7日）
ホノルル市役所横のシビックセンターで除幕式
が開催されました。
長崎から62名の代表が出席、地元からはハワ
イ州知事をはじめホノルル市の反核市民活動家
などが多数参加し、日米親善・世界平和・反核・
不戦を誓い合い、成功のうちに終了しました。

座
談
会

被
爆
二
世
の
時
代

―
い
ま
継
承
す
べ
き
こ
と
―

未
来
へ
―
高
校
生
と
の
座
談
会

平
和
な
社
会
の
継
続
の
た
め
に

い
ま
伝
え
遺
し
た
い
も
の
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―

日
米
開
戦
か
ら
連
合
艦
隊
終
焉
ま
で
の
人
生
ド
ラ
マ―

Ａ4判 90Ｐ　2,300円（税込み、送料込み）

特
攻
戦
艦
大
和
高
射
長
川
崎
勝
己

大
和
研
究
家
指
山

　満
冶
／
元
第
十
七
駆
逐
隊
軍
医
長
佛
坂

　泰
治
　共
著

特
集
時
を
紡
ぐ

▼
同
級
生
の

  

父
親
の
こ
と
か
ら

　昭
和
二
十
三
年
四
月
、
指
山
さ

ん
は
佐
賀
県
鹿
島
町
立
小
学
校
へ

入
学
。
終
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
栄

養
不
足
で
痩
せ
こ
け
た
覇
気
の
な

い
少
年
少
女
の
群
れ
の
中
に
背
筋

を
ピ
ー
ン
と
伸
ば
し
、
異
人
種
の

よ
う
な
凜
と
し
て
輝
く
女
の
子
が

い
ま
し
た
。
そ
の
子
の
父
親
が
戦

艦
大
和
の
高
級

士
官
で
沖
縄
へ

水
上
特
攻
出
撃
さ
れ
、「
大
和
」

と
運
命
を
共
に
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
、
少
年
時
代
か
ら
特
別
の
関
心

を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

▼「
男
達
の
大
和
」で

  

知
っ
た
こ
と

　
平
成
十
六
年
に
発
行
さ
れ
た
、

辺
見
淳
著

「
男
た
ち
の

大
和
」（
新

田
次
郎
文
学

賞
受
賞
作
）

を
読
み
、
そ

の
子
の
父
、

川
崎
勝
己
中

佐
（
死
後
中

佐
）
は
、
対

空
戦
闘
の
要

で
あ
る
高
射

長
と
い
う
重

責
を
担
っ
て

沖
縄
へ
特
攻

出
撃
。

　
奮
闘
む
な

し
く
大
和
は

沈
み
、
そ
の

時
、
海
面
に
投
げ
出
さ
れ
九
死
に

一
生
を
得
な
が
ら
も
、
対
空
戦
敗

北
の
責
任
を
一
身
に
背
負
い
、
生

き
残
っ
た
駆
逐
艦
の
救
助
に
背
を

向
け
、
波
間
に
消
え
ら
れ
た
こ
と

を
こ
の
本
で
知
り
衝
撃
を
受
け
ま

す
。　川

崎
中
佐
は
、
名
門
佐
賀
中
を

経
て
江
田
島
海
軍
兵
学
校
卒
業
後

出
征
。
真
珠
湾
攻
撃
以
来
、
幾
度

も
の
死
戦
を
越
え
、
主
要
海
戦
の

全
て
を
戦
っ
た
強
者
で
し
た
。
戦

闘
に
の
ぞ
ん
で
は
万
一
の
漂
流
に

そ
な
え
ポ
ケ
ッ
ト
に
羊
羹
を
し
の

ば
せ
、
生
き
る
こ
と
に
執
着
し
た

川
崎
中
佐
が
最
期
の
土
壇
場
で
、

な
ぜ
愛
す
る
家
族
の
た
め
に
生
き

よ
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ

れ
を
知
る
た
め
に
本
書
の
執
筆
に

入
り
ま
し
た
。

▼
佛
坂
元
軍
医
と
の

  

出
会
い

　
川
崎
中
佐
の
人
物
像
を
知
る
た

め
、
千
葉
県
在
住
の
川
崎
夫
人
宅

へ
訪
問
。
当
時
八
十
九
歳
の
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
く
べ
き
記

憶
力
で
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
夫
人
が
い
つ
も
そ
ば
に
於
い
て

お
ら
れ
た
古
い
ア
ル
バ
ム
の
中

に
、
昭
和
二
十
年
一
月
大
和
艦
上

で
撮
影
さ
れ
た
分
隊
以
上
の
集
合

写
真
が
あ
り
、
写
真
の
裏
書
き
に

「
川
崎
最
後
の
写
真
」
と
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
写
真
を
寄
贈
さ
れ
た

方
が
、佐
賀
県
杵
島
郡
三
間
坂
村
、

三
間
坂
駅
通
り
、
佛
坂
医
院
・
元

駆
逐
艦
「
雪
風
」
軍
医
長
・
佛
坂

泰
治
氏
で
し
た
。
私
の
故
郷
の
隣

町
に
「
大
和
の
生
き
証
人
」
が
い

ま
し
た
。

　
佛
坂
医
師
の
元
へ
昭
和
四
十

年
、
戦
友
か
ら
「
遺
族
ら
に
届
け

て
ほ
し
い
」
と
大
和
で
撮
影
さ
れ

た
集
合
写
真
五
枚
を
託
さ
れ
ま
し

た
。
乗
組
員
の
九
割
を
超
え
る
三

〇
五
六
人
が
戦
死
。
軍
律
で
、
身

内
へ
も
大
和
乗
船
を
伝
え
る
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
状
況
で
「
最

後
の
写
真
」と
な
っ
た
集
合
写
真
。

佛
坂
さ
ん
と
指
山
さ
ん
は
共
に

「
大
和
と
乗
組
員
の
最
後
の
姿
を

伝
え
る
と
い
う
、
生
き
残
っ
た
者

と
そ
の
意
志
を
引
き
継
ぐ
者
と
し

て
の
使
命
を
果
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
指
山
さ
ん
（
〇
九

五
・
八
四
七
・
三
〇
一
九
）
へ
。

か
わ
さ
き
か
つ
み
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さ
し
や
ま
み
つ
は
る

　
執
筆
者
で
あ
る
指
山
満
冶
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
、
佐

賀
県
鹿
島
市
生
ま
れ
、
宮
崎
大
学
農
学
部
卒
。
長
崎
県
庁

勤
務
、
平
成
十
四
年
定
年
退
職
。
昨
年
「
長
崎
県
亜
熱
帯

植
物
園
開
設
記
録
誌
〜
役
場
＆
県
庁
マ
ン
が
燃
え
た
〜
」

を
自
費
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

る
戦
艦
大
和
を
テ
ー
マ
に
二
冊
目
の
出
版
で
す
。

前列左 3人目川崎勝己中佐

時を紡ぐ特集 /－戦後70年－

（左）指山満冶氏　（右）佛坂泰治医学博士

指山模型博物館 検索検索詳しくは、 で。 この本はホームページよりお申込みができます。

ぶ
つ
さ
か

や
す
は
る



ながさきの印象 三枚組　「被爆クスノキ」

「聖像達の記憶」

「二十六聖人殉教の地（西坂の丘）」 「一本柱の二の鳥居」

No.23 「被爆聖像Ⅱ」

Hamabe Kousaku Photo Gallery

「被爆70年の記憶…。」
1945年８月９日　11時２分、長崎に原子爆弾が投下されてから70年を迎える。
70年という歳月が意味するものは何か？如何なる理由があっても原子爆弾を投
下した人類が犯した罪を、決して忘れ去ってはならない。写真家として原爆遺構
を目の前にするたびに「風化しつつある現実から視線を逸らさず」人類の永遠
の記憶として一枚でも多くシャッターを切ることが、長崎人の私に与えられた責
任だと思う。これからも平和の大切さを、戦争の悲惨さをモノクロームの写真で
訴え続けていきたい。

浜辺 耕作 Profile

1946年11月、長崎県外海町黒崎に生まれる。
「空は一つ」ONE SKY ONE WORLDをテーマ
に国内外で、写真展を開催している。
「国展」国画会新人賞、斎木賞受賞。
「ながさきの記憶」二枚組「三軌展」三軌会新人賞・
北海道写真の町「東川賞」受賞。

現在、日本写真協会ＰＳＪ会員、
　　 日本公募美術団体「三軌会」会員、
　　 諫早市芸術文化連盟会員

「ながさきの記憶」 二枚組　“1945・8・9 11時2分”

「被爆マリアの祈り」
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方
位
感
失
ひ
し
ま
ま
從
ひ
て
巨
木

倒
れ
し
燒
原
を
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　　草
野
　源
一
郎

　創
設
者
の
菊
池
剣
亡
き
後
、
発

行
所
は
長
崎
市
に
移
さ
れ
、
秦
美

穂
（
は
た
よ
し
ほ
）
が
編
集
発
行

に
あ
た
っ
た
。
さ
ら
に
、
諫
早
市

で
の
編
集
発
行
、
長
崎
・
諫
早
交

互
編
集
の
時
代
を
経
て
、
諫
早
の

草
野
源
一
郎
が
編
集
発
行
に
あ

た
っ
た
時
代
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。

　そ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
発
展
期
を

支
え
た
長
崎
県
内
の
や
ま
な
み
歌

人
に
は
、「
山
脈
社
」
の
創
設
を

発
案
し
た
前
田
博
を
始
め
、
秦
美

穂
、
古
賀
明
、
綾
部
秀
人
、
草
野

源
一
郎
な
ど
が
い
た
。

　諫
早
の
草
野
源
一
郎
、
妙
子
夫

妻
は
全
国
レ
ベ
ル
の
歌
人
で
あ
る

と
共
に
、
菊
池
剣
の
「
地
方
歌
誌

尊
重
論
」
そ
の
ま
ま
に
地
元
に

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
歌
の
指

導
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
選
者
に

よ
る
指
導
体
制
は
、
現
在
で
も
全

国
の
各
支
部
ご
と
に
し
っ
か
り
と

構
築
さ
れ
て
い
る
。（
現
在
、
諫
早

支
部
の
選
者
は
、
大
我
幸
藏
、
長

島
洋
子
の
両
先
生
。）

▼
歌
誌「
や
ま
な
み
」の

　創
刊
と
菊
池
剣

　や
ま
な
み
短
歌
会
は
、
昭
和
十

（
一
九
三
五
）
年
、
早
岐
の
前
田

博
が
菊
池
剣
を
顧
問
に
迎
え
「
山

脈
社
」
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
同
年
十
二
月
に
歌
誌
「
や
ま

な
み
」
が
創
刊
さ
れ
た
。

　福
岡
県
出
身
の
歌
人
菊
池
剣

は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
軍

隊
生
活
を
題
材
と
す
る
短
歌
を
詠

み
、
当
時
の
歌
壇
に
独
自
の
境
地

を
切
り
拓
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
戦
後
は
、
一
時
休
刊

し
て
い
た
「
や
ま
な
み
」
の
編
集

発
刊
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、「
地

方
歌
誌
尊
重
論
」
を
掲
げ
、
後
進

の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
。以
来
、

「
や
ま
な
み
」
と
そ
の
歌
作
り
の

精
神
は
、
創
刊
か
ら
八
十
年
間
に

渡
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
歌

を
作
る
歓
び
を
通
じ
て
多
く
の
会

員
た
ち
の
心
の
支
え
と
な
り
続
け

て
き
た
。

　「や
ま
な
み
」
の
終
戦
前
後
に

お
け
る
休
刊
は
、
物
資
不
足
に
よ

り
用
紙
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二

十
一
年
に
は
福
岡
県
黒
木
町
を
生

活
の
拠
点
と
し
た
菊
池
剣
を
中
心

に
復
刊
さ
れ
、
会
員
を
増
強
す
る

な
ど
し
て
戦
後
七
十
年
の
新
た
な

時
代
を
築
い
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ

た
。　そ

う
し
た
な
か
で
、
戦
争
の
記

憶
を
刻
ん
だ
や
ま
な
み
歌
人
の
作

品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

お
の
づ
か
ら
ま
な
ぶ
た
熱
く
な
り
て

聴
く
思
ひ
つ
め
た
る
学
徒
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　菊
池

　剣

家
も
な
く
う
か
ら
も
あ
ら
ぬ
故
郷

に
身
一
つ
に
し
て
帰
り
ゆ
く
兵

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　菊
池

　剣

胸
痛
き
こ
と
の
こ
と
ご
と
忘
れ
よ

や
忘
れ
よ
や
と
ぞ
土
う
ち
砕
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　菊
池

　剣

燒
跡
の
そ
こ
こ
こ
に
餘
燼
け
ぶ
り

ゐ
る
八
月
眞
晝
の
瓦
礫
踏
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　　草
野
　源
一
郎
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び

やまなみ 創刊号（昭和１０年１２月）

菊池　剣 先生（明治26～昭和52年）

▼
長
崎
県
の

　や
ま
な
み
歌
人
た
ち

▼
戦
争
の
記
憶

やまなみ 創刊号（昭和１０年１２月）

や
ま
な
み
短
歌
会



　や
ま
な
み
短
歌
会
の
支
部
は
現

在
、
長
崎
、
諫
早
、
佐
世
保
、
島
原
、

福
岡
、小
郡
、八
女
、筑
後
、久
留
米
、

高
松
、
高
知
、
東
京
の
十
二
か
所
。

会
員
の
全
国
分
布
は
、
新
潟
県
か

ら
鹿
児
島
県
屋
久
島
ま
で
と
広
域

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　そ
れ
ら
の
全
国
会
員
の
心
を
結

ぶ
絆
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
月
刊

の
歌
誌
「
や
ま
な
み
」
で
あ
り
、

ま
た
、
支
部
単
位
で
は
毎
月
「
歌

会
」（
選
者
と
会
員
の
勉
強
会
）

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

年
に
一
度
の
全
国
大
会
に
は
各
支

部
か
ら
会
員
が
集
ま
り
、
大
会
歌

会
や
懇
親
会
な
ど
で
楽
し
く
学
び

つ
つ
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　ま
た
、「
や
ま
な
み
」
で
は
毎
年
、

や
ま
な
み
賞
、
新
人
賞
、
芥
火
賞

（
二
十
首
競
作
）の
発
表
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
・
作
品
の
紹
介
や
授
賞
理

由
等
の
記
事
が
誌
面
を
飾
る
こ
と

と
な
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
会
員

が
各
地
の
文
芸
大
会
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
研
鑽
を
積
み
活
躍
し
て

い
る
。

　各
種
の
趣
味
の
世
界
で
は
高
齢

化
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で

中
高
年
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る

と
い
う
現
実
も
あ
る
。
や
ま
な
み

短
歌
会
で
は
、
総
合
短
歌
雑
誌
へ

の
広
告
の
掲
載
な
ど
を
通
じ
て
幅

広
い
年
代
層
に
向
け
て
入
会
を

募
っ
て
お
り
、
現
役
会
員
は
二
十

代
か
ら
九
十
代
に
亘
っ
て
い
る
。

　な
お
、
平
成
二
十
七
年
度
の
活

動
と
し
て
は
九
月
の
全
国
大
会
の

ほ
か
、
特
に
発
足
八
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
や
ま
な

み
」
特
集
号
の
刊
行
（
十
一
月
号
）、

合
同
歌
集
の
編
纂
刊
行
（
年
内
）

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
定
例
の
年
間
活

動
、
さ
ら
に
は
節
目
ご
と
の
各
種

事
業
を
通
じ
て
会
の
結
束
が
図
ら

れ
て
き
て
お
り
、
平
明
に
し
て
穏

や
か
な
作
風
を
旨
と
す
る
「
や
ま

な
み
」
の
伝
統
は
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
今
後

と
も
末
永
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　短
歌
は
五
・
七
・
五
・
七
・

七
の
調
べ
に
乗
せ
て
、
見
た
物
、

心
に
浮
か
ん
だ
こ
と
な
ど
を
表

現
す
る
定
型
詩
で
す
。
ち
ょ
う

ど
日
記
を
書
く
よ
う
に
、
日
々

の
歌
が
で
き
あ
が
り
、
歌
の
仲

間
と
の
交
流
を
通
じ
て
そ
れ
ら

が
よ
り
良
い
作
品
と
な
る
よ
う

研
鑽
を
積
ん
で
行
き
ま
す
。

　「や
ま
な
み
短
歌
会
」
で
は
、

月
一
回
の
歌
会
、
同
じ
く
短
歌

講
座
（
初
心
者
に
と
っ
て
よ
り

理
解
し
易
い
指
導
を
行
う
勉
強

会
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　歌
作
り
は
決
し
て
難
し
い
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
当
会
の

歌
会
、
短
歌
講
座
へ
の
出
席
、
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7 月 号 VOL.78 № 7

平
成
27
年
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月
1
日
発
行

や

ま

な

み

第
78
巻
第
7
号

通
巻
8
9
2
号

桜島

▼
や
ま
な
み
短
歌
会
の

　年
間
活
動

▼
会
の
近
況
と

　平
成
二
十
七
年
度
の

　活
動
予
定

やまなみ平成２７年 7月号

▼
県
内
在
住
の

　幅
広
い
年
齢
層
が

　活
動
中

歌
誌
「
や
ま
な
み
」
の
講
読
を

通
じ
て
歌
の
仲
間
と
の
お
付
き

合
い
が
広
が
っ
て
行
く
、
と
い

う
風
に
お
考
え
下
さ
り
、
気
軽

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、「
や
ま
な
み
短
歌
会
」

は
全
国
の
支
部
に
選
者
と
会
員

を
有
し
て
お
り
、
よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
活
動
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　ま
ず
は
短
歌
の
初
心
者
の

方
々
が
、
短
歌
講
座
に
お
い
で

下
さ
り
、
短
歌
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

歌
会・短
歌
講
座
の
ご
案
内

　　　　　　　　　
活　動　日　　
会　　場　　 
会　　費   
窓口担当　　

やまなみ短歌会 諫早支部の活動

お問合せ：諫早市本明町459　草野百合子
　　　　TEL.0957-25-2270

②短歌講座
毎月第１木曜日
諫早市中央公民館
無  料
長島 洋子

①歌会
毎月第2日曜日
諫早図書館
1,000円
草野 百合子

　編集風景

時を紡ぐ特集 /－やまなみ短歌会創設80周年－



　「
も
と
も
と
書
く
こ
と
は
嫌
い

じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
と
く
に

医
者
に
な
っ
て
か
ら
書
く
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
若
い
頃
は
大
学
の

同
窓
会
誌
に
も
寄
稿
し
た
り
、
医

師
会
報
の
編
集
担
当
を
し
て
い
ま

し
た
。
書
く
内
容
は
日
々
の
医
療

現
場
で
感
じ
た
こ
と
や
時
事
問

題
、
読
ん
だ
本
の
書
評
や
趣
味
の

旅
行
に
関
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

書
き
ま
し
た
ね
。
医
療
制
度
に
関

す
る
問
題
な
ど
で
、
大
事
な
こ
と

な
の
に
医
療
関
係
者
だ
け
し
か
知

ら
な
い
の
は
お
か
し
い
ゾ
と
思
う

時
に
は
、
新
聞
に
も
投
稿
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
書

い
た
も
の
や
印
刷
さ
れ
た
も
の
は

コ
ピ
ー
を
取
っ
て
、
分
野
別
に
大

判
の
封
筒
に
入
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し

ま
っ
て
。
い
つ
か
ま
と
め
て
本
に

で
き
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
は

い
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
範

囲
が
広
く
て
、
自
分
で
は
収
拾
が

つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
折
に
昭
和
堂
ゆ
る
り
か

ら
、
過
去
に
書
い
た
文
章
と
文
章

を
つ
な
ぎ
な
が
ら
歴
史
を
ま
と
め

て
み
た
ら
、
と
い
う
ご
提
案
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
。
古
い
家
で
も

あ
り
ま
す
し
、
資
料
や
写
真
も
あ

る
程
度
揃
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

先
祖
が
竹
の
下
に
住
み
始
め
た
頃

を
始
点
に
し
て
書
き
始
め
ま
し

た
。
過
去
の
自
分
が
書
い
た
文
章

を
読
み
返
す
こ
と
で
、
新
し
い
自

分
に
出
会
え
た
よ
う
な
不
思
議
な

気
持
ち
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
」。

　
著
者
の
犬
尾
博
治
さ
ん
は
、「
犬

尾
」
と
い
う
姓
を
頼
り
に
全
国
の

「
犬
尾
さ
ん
」
を
探
し
出
し
、
佐

賀
県
塩
田
町
を
ル
ー
ツ
と
推
定
。

『
諫
早
医
史
』
に
よ
る
と
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
の
佐
賀
藩
医
師

調
書
に
登
場
す
る
犬
尾
文
郁
と
い

う
人
物
が
諫
早
藩
で
の
医
家
・
犬

尾
家
の
初
代
と
い
う
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。
本
文
中
に
掲
載
さ
れ

た
藩
主
諫
早
茂
喬
公
か
ら
の
謝
表

や
古
地
図
に
記
さ
れ
た
諫
早
藩
の

医
家
分
布
図
な
ど
、
歴
史
書
と
し

て
の
楽
し
み
方
も
で
き
る
半
面
、

文
郁
、
文
友
、
寅
九
郎
（
祖
父
）、

貞
治
（
父
）
と
続
く
個
性
豊
か
な

人
物
伝
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
竹
の

下
と
犬
尾
家
の
歴
史
が
垣
間
見
え

て
き
ま
す
。

　
犬
尾
さ
ん
の
少
年
の
日
の
強
烈

な
思
い
出
と
し
て
、
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
十
一
月
二
十
一
日

に
小
長
井
町
小
川
原
町
の
五
〇
〇

m
沖
の
海
上
に
墜
落
し
た
Ｂ
29
重

爆
撃
機
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
十
歳
だ
っ

た
犬
尾
少
年
は
、
友
達
と
連
れ

立
っ
て
墜
落
現
場
ま
で
行
き
、
海

岸
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
搭
乗
員
の

四
人
の
遺
体
を
見
ま
す
。「
鬼
畜
」

と
教
え
ら
れ
て
い
た
米
兵
は
人
間

の
姿
で
、
ピ
ン
ク
の
肌
を
し
て
い

▼
二
十
六
個
の
封
筒
に

  

ぎ
っ
し
り

▼
竹
の
下
に
暮
ら
す

▼
Ｂ
29
墜
落
の
衝
撃

　著
者
の
犬
尾
博
治
さ
ん
は
、
諫
早
市
泉
町
（
通
称
「
竹
の
下
」）
で
江
戸
後
期
か
ら
代
々
続
く
内
科
医
師
。
現

在
は
医
師
と
し
て
、
五
代
目
に
あ
た
る
長
男
に
病
院
を
譲
り
、
諫
早
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
学
時
代
か
ら
折
り
に
ふ
れ
書
き
つ
づ
っ
て
き
た
文
章
を
中
心
に
、
戦
時
中

の
貴
重
な
資
料
な
ど
も
加
え
た
本
が
間
も
な
く
出
版
さ
れ
ま
す
。

犬尾文郁が医院名を佐賀での恩師牧春堂より
一文字いただき「回春堂」とする 竹

の
下
物
語

　
　

犬
尾
博
治 

備
忘
録

回春堂扁額　草場佩川書

■A5判/400頁/ソフトカバー
　表紙写真　明治34年 犬尾文友（中央）と家族
　竹の下自宅

戦前からの看板

犬
尾
博
治 

備
忘
録

竹
の
下
物
語

THE STORY OF TAKENOSHITA 
THE MEMORANDUM OF INUO HIROJI

2015 
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ぬ
お

ぶ
ん
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く

し
げ
た
か

ぶ
ん
ゆ
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ら

く

ろ
う

さ
だ
じ
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ま
し
た
。
犬
尾
少
年
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
た
戦
争
の
記
憶
で
す
。

　
そ
の
後
、多
忙
な
医
業
の
傍
ら
、

こ
の
時
墜
落
し
た
Ｂ
29
爆
撃
機
に

つ
い
て
追
跡
調
査
を
お
こ
な
い
、

詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
昭
和
六
十
年

発
行
の『
諫
早
文
化
』に
発
表
し
ま

し
た
。
本
書
に
も
全
文
掲
載
し
て

い
ま
す
。
犬
尾
さ
ん
は
「
あ
の
戦

争
」
の
自
分
な
り
の
答
え
を
探
す

た
め
、
数
多
く
の
戦
記
本
を
読
ん

で
き
ま
し
た
。
蔵
書
は
四
〇
〇
冊

を
超
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
つ
い

先
ご
ろ
多
良
見
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
蔵
書
の
リ
ス
ト
は
本

書
の
十
二
ペ
ー
ジ
に
亘
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

七
一
）
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
巡
礼
に

も
似
た
南
方
の
戦
地
を
訪
ね
る
旅

を
続
け
て
い
ま
す
。

　「
昭
和
一
桁
に
と
っ
て
は
南
洋

は
ま
た
戦
蹟
の
地
で
あ
る
。
ペ
リ

リ
ュ
ー
や
ア
ン
ガ
ウ
ル
で
は
今
も

出
て
く
る
遺
骨
を
、
無
造
作
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
沈

船
七
十
隻
の
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
で
は

か
つ
て
第
四
艦
隊
司
令
部
の
あ
っ

た
夏
島
や
、
航
空
基
地
の
竹
島
も

ジ
ャ
ン
グ
ル
と
化
し
て
は
い
る
。

が
附
近
の
海
中
で
は
彗
星
艦
爆
や

沈
船
を
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
（
一
部
抜
粋
）」

　
そ
の
ほ
か
多
数
掲
載
さ
れ
た
旅

の
手
記
も
読
み
応
え
が
あ
り
ま

す
。

　
ベ
ッ
ド
数
が
十
九
床
以
下
の
入

院
施
設
の
あ
る
診
療
所
を
「
有
床

診
療
所
」
と
言
い
ま
す
。
病
院
と

医
院
（
診
療
所
）
の
違
い
も
分
か

ら
な
い
一
般
の
人
に
は
耳
慣
れ
な

い
単
語
で
す
が
、
医
療
制
度
改
革

に
お
い
て
地
域
医
療
に
果
た
す
役

割
を
十
分
に
理
解
さ
れ
な
い
こ
と

へ
の
反
発
や
苛
立
ち
を
代
弁
す
る

よ
う
に
諫
早
医
師
会
、
長
崎
県
医

師
会
を
代
表
し
て
ド
ク
タ
ー
犬
尾

が
理
路
整
然
と
、
あ
る
時
は
怒
り

を
込
め
て
ペ
ン
を
揮
っ
た
記
事
を

時
系
列
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
父
貞
治
氏
が
叙
勲
の

際
に
し
た
た
め
た
思
い
出
の
記

や
、
六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
弟

修
三
氏
が
末
期
が
ん
の
宣
告
を
受

け
た
直
後
か
ら
一
カ
月
で
書
き
上

げ
た
手
記
、
奥
様
や
ご
子
息
の
記

事
な
ど
、
著
者
以
外
の
文
章
も
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
推
敲
を
重
ね
な

が
ら
編
集
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
自
伝
と
は
ひ
と
味
違
っ

た
、
奥
行
き
の
あ
る
「
家
伝
」
に

仕
上
が
り
そ
う
で
す
。

▼
ド
ク
タ
ー
犬
尾
奮
闘
記

犬尾病院外来２階より竹の下交差点
昭和32年７月　諫早大水害にみまわれた竹の下界隈 昭和18年　家族（長男博治、父貞治、祖母サイ、三男修三、母朝子、

四男貞文、次男武彦）と従業員の方々

診察室にて

パプアニューギニア　ラバウル港で　2005年

南海の零式戦斗機　パラオにて　1984年

竹の下バス停と犬尾医院　現在

時を紡ぐ特集 /－医師の視点から語り継ぐ備忘録－

学友村山暁（中央）大多和泰憲
九大医学部三年時　正門
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共
存
の
心
や
わ
ら
ぐ

長
崎
の
街
 

●
7
2
0
円

緒
方
　
源
信

生
き
る
心
の
綾
錦
 

●
8
2
3
円

緒
方
　
源
信

日
本
人
の
心
は

お
も
し
ろ
か
 

●
8
2
3
円

緒
方
　
源
信

な
が
さ
き
の
子
ど
も
等
 

●
各
1
、2
3
4
円

永
山
　
絹
枝

泱
先
生
の

外
国
史
講
義

●
2
、1
6
0
円

宇
田
川
　
泱

西
陲
騎
葩

（
せ
い
す
い
き
は
） 

●
2
、8
0
0
円

邑
上
　
益
朗

　
学
校
生
活
編
／
地
域
の
暮
ら
し
編
／

　
自
然・社
会・平
和
へ
の
願
い
編

A
ssendelft

（
ア
ッ
セ
ン
デ
ル
フ
ト
）

●
3
、2
4
0
円

金
丸
　
洋
子

た
ぬ
き
の

お
く
の
ほ
そ
道●

3
、0
8
6
円

堤
　
け
ん
じ

松
林
重
宗
水
彩
画
集

●
3
、2
4
0
円

松
林
　
重
宗

長
崎
を
描
い
て
さ
る
く

●
2
、1
6
0
円

松
林
　
重
宗

誰
も
知
ら
な
い

お
経
の
真
理（
Ⅰ
）

●
1
、5
4
3
円

大
嶽
　
　
巌

長
崎
県
央
の
ス
ミ
レ

●
1
、2
9
6
円

植
田
　
成
文

身
体
に
た
の
も
う
！

●
1
、9
4
4
円

植
田
　
成
文

島
原
藩
の
経
済●

2
、5
7
1
円

高
木
　
繁
幸

ふ
る
さ
と
の
昔

島
原
今
昔

●
1
、6
2
0
円

宮
崎
昌
次
郎

も
う一人
の
少
年
使
節

ド
ラ
ー
ド
 

●
1
、2
0
0
円

青
山
　
敦
夫

諫
早
を
歩
く

●
8
5
0
円

山
口
　
八
郎

諫
早
地
方
の
風
土
 

●
5
、0
0
0
円

諫
早
史
談
会

諫
早
史
談

●
6
0
0
円

諫
早
史
談
会

諫
江
百
話

●
2
、0
0
0
円

諫
早
史
談
会

諫
早
史
談
の
年
輪

●
2
、1
0
0
円

（
株
）昭
和
堂

諫
早
文
化
の
年
輪

●
2
、1
0
0
円

（
株
）昭
和
堂

長
崎
半
島・

汚
池
姫
伝
説
の
謎

●
1
、0
2
8
円

境
　
　
俊
幸

九
州
の
石
橋●（前

編
）1
、5
0
0
円

（
中
編
）1
、3
0
0
円

（
後
編
）1
、1
0
0
円

山
口
　
祐
造

五
島
雑
学
事
典●

2
、0
5
7
円

永
冶
　
克
行

長
崎
い
さ
な
物
語

●
1
、2
9
6
円

浦
上
　
　
修

島
原
ぢ
ゃ
ん
ば●

1
、9
5
0
円

渋
江
　
鉄
郎

島
原一揆

●
1
、4
0
0
円

渋
江
　
鉄
郎

眉
山
も
の
が
た
り●

9
8
0
円

渋
江
　
鉄
郎

島
原
ば
な
し
 ●

1
、2
8
0
円

渋
江
　
鉄
郎

島
原
秘
話

●
1
、4
0
0
円

渋
江
　
鉄
郎

島
原
魂

●
1
、9
0
0
円

渋
江
　
鉄
郎

島
原
城
の
話

●
1
、4
8
0
円

渋
江
　
鉄
郎

（
前・中・後
編
）

365 +
o m
icca

●
8
6
4
円

m
iccaじ

ゅ
ん
く
ん
あ
そ
ぼ

●
1
、2
9
6
円

ゆ
う
た
く
ん
ご
め
ん
ね

●
1
、0
8
0
円

作
／
東
フ
ミ
子

絵
／
関
口
拓
志

作
／
東
フ
ミ
子

絵
／
関
口
拓
志

デ
ィ
ア
コ
ニ
ー

●
2
、7
0
0
円

E・バ
イ
ロ
イ
タ
ー
著

山
城
　
順
訳  

J
O
F
A
式

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

●
1
、2
9
6
円

日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー
協
会

英
文
法
徹
底
詳
述
集

１
冠
詞
編

●
3
、0
2
4
円

一
宅
　
　
仁

命
の
す
じ
み
ち

す
す
む
道
 

●
7
2
0
円

緒
方
　
源
信
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玉鈴 水墨画集
―墨色の千変万化に
　　　　魅せられて―

新聞投稿掲載
100回です‼

田村　玉鈴
●判型：225×297㎜
●頁数：100頁
●製本：糸綴じ製本
●定価：4,860円（税込）

新刊紹介
ここでご紹介する出版本は、
サロンゆるりまでお気軽に
お問い合わせください。

本の内容はホームページでもご案内しています

NEW 出版本

長崎県の馬
―盛衰の歴史と
　　　　　その痕跡―

村上　誠
●判型：A５判
●頁数：142頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

楠本イネの生涯
奈華　よしこ作
シーボルト宅跡保存
基金管理委員会
●判型：B５判
●頁数：78頁
●製本：並製本
●定価：お問い合せは
　シーボルト記念館095-823-0707まで

長崎県諫早市
田中家の記録
明治、大正、昭和、平成

田中　謙治
●判型：A４判
●頁数：120頁
●製本：上製本
●定価：非売品

つぶやき百話

相川　光正
●判型：B５判
●頁数：114頁
●製本：並製本
●定価：非売品

キ
ラ
キ
ラ

人
生
を
輝
か
せ
る

た
っ
た
5
つ
の
大
切
な
こ
と●

1
、6
2
0
円

ご
う
ま
な
み

き
く
ち
ゃ
ん
の
う
た

Vol.2

●
1
、6
2
0
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

き
く
ち
ゃ
ん
の
詩

●
1
、2
9
6
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

たゆたう（二）～（十）
●各1,028円松本　風作

気
づ
い
た
時
が

出
発
点
 

●
5
1
4
円

一ノ
瀬
恵
介・久
嗣・裕
士

神
様
か
ら
の
贈
り
も
の

●
1
、2
9
6
円

幸
夏
　
　
涼

（二） （三） （四） （五） （六） （八）

俳
句
の
す
す
め●

1
、2
3
4
円

築
城
百
々
平

イ
ツ
モ
ノ・イ
ツ
カ

●
1
、2
3
4
円

白
石
加
奈
子・

江
崎
　
純
子

ソ
シ
テ・イ
マ
デ
モ

●
1
、2
3
4
円

城
　
加
奈
子・

青
木
　
純
子

訓
薫
諫
甘

●
1
、2
9
6
円

宮
城
　
ま
咲

お
く
さ
ん

●
5
4
0
円

松
田
　
純
子

夜
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち●

8
2
3
円

森
　
ぶ
ん
め
い

自
分
史
ノ
ー
ト

「
自
分
史
の
ス
ス
メ
」

●
8
6
4
円

ゆ
る
り
書
房

未
知
へ
の
道

●
1
、0
2
8
円

中
村
　
士
規

老
い
の
細
道
メ
モ
リ
ー

●
1
、0
2
8
円

中
村
　
士
規

諏
訪
神
事 

長
崎
く
ん
ち

取
材
記
録

●
2
、1
6
0
円

土
肥
原
弘
久

昭
和
20
年
8
月

長
崎
市
地
図
 

●
5
4
0
円

出
口
　
輝
夫

塩
飽
史

江
戸
時
代
の
公
儀
船
方
 

●
2
、7
0
0
円

吉
田
　
幸
男

自費出版サロンゆるり 検索検索
13｜Yururi 26



Yururi 26｜14

創
立

昭
和
26
年
4
月
、謄
写
版
印
刷
の
プ
ロ
と
し
て
、

諫
早
市
八
天
町
に
お
い
て『
諫
早
美
術
謄
写
堂
』を
設
立
。

商品パッケージ印刷への参入（パッケージ・POP等）

昭和32年7月26日早朝、記録的な降雨と
濁流によって全てが崩壊し、無となった。

昭和45年頃、東部厚生町本社工場

流失

昭昭和32年
濁濁流によっ再建

厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

日
々
の
経
営
活
動
を
進
め
る
中

に
も
、将
来
に
向
け
再
建
計
画

を
着
実
に
進
め
た
。

お客様に支えられて…

次
代
へ
の
伸
展

「
ど
ん
な
時
代
で
も
お
客
様
に

お
役
立
ち
で
き
る
百
年
企
業
＝

昭
和
堂
N
Ｅ
X
T
」を
目
指
し
て
。

は 　  周年を迎えました。65

工場

飛
躍

常に将来を見据え、
勇気を持って、新しい機械設備
などに果敢に挑戦した。

カラフルな色彩のカーマーキング（サイン事業）

特殊印刷分野
LED-UV印刷機
（V-3000）

The 65th anniversary of the founding of SHOWADO.



斉藤絹子の 放送中
きいてネ!!

『昭和堂
 笑顔のレシピ』
毎週金曜
あさ 1０:３５より

『スローライフ
人生輝きのオススメ』
ゆるりのお客様サークル紹介
毎月第３木曜日
ひる２:００より

眼鏡橋眼鏡橋賑橋

中央橋
交差点

西浜町西浜町

●
●

長崎銀行●

公会堂●

　　●　
市民会館

公会堂前
電停

ＦＭ長崎

ファミリーマート

●

ココ

賑橋電停そば
ファミリーマートより入って

左側すぐ

あなたの想いを本にしませんか

ゆるり
自費出版サロン

TEL.095-828-1790 TEL.095-821-1240
FAX.095-823-8740 http://www.showado.co.jp
〒850-0875 長崎市栄町6-23 昭和堂ビル2F

貸
ギャラリー
お申し込み
受付中

本づくりと展示会同時にできます！
ココなら

『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を
囲むように、皆さんで集まっていただける
空間に・・・との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、
ゆっくりゆるりと、本づくり談義に花を
咲かせてみてはいかがですか。

ギャラリー「好風」はアートギャラリーとして、絵画、写真、美術工芸作品などの
個展、グループ展の展示や発表の場としてご利用いただけます。

芸術作品の展示だけでなく、催し物等のオープンスペースとしてのご利用もできます。
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TEL/FAX 0957-27-5180
長崎県雲仙市愛野町乙5552-8
【営業時間】10：00～18：00
【ランチ】11：00～14：30
【定休日】毎週水曜日

愛野店（直営店）
TEL 0957-75-6200
長崎県雲仙市小浜町雲仙319
【営業時間】10：00～17：30
【定休日】毎週水曜日

雲仙店

お客様の声　

き
の
こ

も
ぎ
と
り
体
験
も

で
き
ま
す
！

きききき
の
き
の
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の
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ま
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き
の
こ

も
ぎ
と
り
体
験
も

で
き
ま
す
！体
験
体
験
体
験
体
験
体
験
体
験
体
験
体
験
体体
験
体
験
体
験
体体
験
体体体
験
体
験
体
験
体
験
体
験
体
験験
ももももももももももももももももももももももも

体
験
も

！！！！！！！！！！！！！！！！

麺ののどごしが気に入ってます。
85歳になる義父がのみこみがうまくいかず、
食事でときおりむせることがありました。のど
ごしのよいこの麺を頂いてから、すっかり喜ん
で食べるようになりました。老人には本当によ
い食べものではないかと思いますし、又、子ど
もの離乳期などにもとても良いと思います。ぜ
ひまた美味しいものをと期待しております。 

長崎の思い出が
なつかしくて。
子供の頃、長崎に居りまして
雲仙にも行きました。戦前で
車でジグザグ登り少しよって
しまいました。なつかしくて注
文しました。美味しゅうござい
ました。

兄弟、友人へも
勧めています。
私79歳、丁度私のような年
寄りに向いております。重宝
しておりまして、兄弟他友人
に差し上げたりお節介をして
おります。

宮城県 40代女性 静岡県 80代女性
東京都 70代女性

1,500円以上（税込）
お買いものされた方は

養々麺1個
プレゼント！雲仙きのこ本舗 検索検索

4月27日放送 
2015年

「ゆるりをみた！」で

団体の
お客様も
随時
受付中！！

ヒルナンデスで紹介されました！
4月27

20

ヒルナンデスで紹介され

最新全国
おとりよせグルメ
第6位！

ゆるり読者様限定！！

有効期間～H27.8.1（土）まで

人気の養々麺をはじめ、

雲仙・島原のお土産がいっぱい！！

2015
年
夏
  V
O
L.26

企
画
・
編
集
・
発
行
／
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式
会
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和
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サ
ロ
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ゆ
る
り
　
〒
850-0875 長
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X:095-823-8740
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